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1)非周期系と云ってもはなはだ広い範囲の系を指しているが,ここでは次のハミル

トニアンで表わされる tightly bindingな措象が成 り立っ範囲での結晶及不定型固体を

考える事にする｡
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此のハミルトニアンは指標を適当にとる事によりWeaireandThorpe のモデルハミルト

ニアンも含むものとする｡ ここに α･に関する乱雑さを対角項の乱雑さ(DR),t‥ に1 '''一'V【~-｢-~ 一ノJJ､ H~■ー-ー~ーLノ' り

関する乱雑さを非対角項の乱雑さ(ODR)と呼ぶ事にする｡ このハミルトニアンで記

述される系は相転移を起さない,という点では′､ミルトニアン(1)は此の研究会には不

適のものであるかもしれない｡しかし(1)につき配位が短距離秩序とODRとして考慮

される点では基礎的な問題を扱っていると思う｡

(1)で記述される系については,DRに関しては結晶に関しかなり調べられているが

ODRについては定性的なものさえ多くは分っていない｡不定型固体等に於けるODR

の果す役割を調べる事は大変重要な事と思われるが此処ではもっと基礎的な問題として

ODRをも含む非周期系に於ける短距離秩序 (又は配位)の重要性を強調する事にする｡

研究会ではODRをとり入れる計算方法を紹介したが話が散漫になるきらいが有るので

此の報告では末尾に文献を記すのみで省略する2～*

2)一次元鎖に関するCoarsegrainedquantityについての松田の定理

系の短距離秩序が Coarsegrainedquantityと密接に関係 している事は松田氏により

始めて理論的に示されたま)*証明は最近接相互作用のみを持っ一次元鎖についてであり

三重対角実対称行列に関するものであるが,此処では同じ結論が3重対角エルミート行

列に関しても得られるので,後のために話を一般化して,その概要を以下に紹介する｡

次のハミルトニアン
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で表わされる系を考えるoこの系に関するretardedGreen'sfunction ダnn′(t)の

Fourier変換を次の様に定義する｡

Cく)

Gnn′(E) - i/el皿Lグnn′(t)dt
0

E - E+ill Il>0)

この時,

8-Gnn′(e･i,)-妄Iww G:n,(E′)

GL'n′(E)≡ lim AnGnn′(e+iT)
｢→0+

iEt

(8,-8)2+I12

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

であり此のGnn′(E)に関し次の性質を持つ,effectivedistanceA-A(E)が存在する.

(i) IGnn′(A)L<√デMiniLGnn(E)I,IGn′n′(E)‖･expi-In-n′L/2割

(ii) Gnn′(E)(Ln-n′l<B)のn,n′よりBの範囲外にある行列要素に対する依

存性は,Bの増加とともに exp(-A/育)で小さくなる.

(･lii) i(E)≦ Do- Max(1+len-l2/I12)
∩

3)一般のハミル トニアン(1)に関する1つの表示と松田の定理の一般化

最初にnormlの任意の基底を考える｡ この時次の様に一連の基底の組を作っていく

ものとする｡ハミル トニアン(1)はこの表示で三重対角エルミー ト行列となる｡
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ここにNiは規格化因子である｡ この時基底 Im)をもとの基底 Ln>で展開してみる｡

簡単のため最近接相互作用のみを持っ二次元規則正方格子に関しいくつかの例を図示し

てみると図 (1)のようになり,新しい基底 Im)は 11)から-ミルトニアンのm回の演

Examplesoftherepresentationfor

① [1)=Zn;

③ ll)'=封 nc>･Jn'o)I

○嬉 ○
.,I.;.,;.I,:...,?7..ll::LITIL.N,

'l(..:.J,ML::(,'-.:,,
③ Ji'=劇no)･iI崎1
4+-b---- --------

図 1
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算子で到達出来る｡ envelope(これを "距離m''と呼ぶ事にする )より遠 くには広がっ

ていない｡此の事と,

(11G11)- <n｡lGlno>

′(1IGLl)I-111<n.LGln｡> + <n｡LGLn.'> + <n.'LGLn｡> + くn;lGIn三月
'̂(1IGll)〟 - ilI<n.lGLn.,十 i(<n｡IGLn.I,-くn.'IGLn.>)+<n.'LGLn.I,i

(8)

を考慮しながら新 しい表示で前節に述べた定理を適用すると,距離の億念をβから｢ノ､

ミル トニアンのm回の演算で到達出来る "距離"をm とする｣事に変更する事により,

此の "距離''m に関して松田氏が linierchainで証明した定理がそのまま成立している

事が分るO 改めて書 くと, (Gnn′-<nlGln′> o n,n′の "距離"-m′･として )

(i)* LGn,｡′(E)l<J言 MinlIGnn(E)LIGn′n′(E)LI･expト m′/2可

(ii)* Gnn′(E)(m'<m)の n,n′より"距離 "m の範囲外にある行列要素に対す

る依存性は,m の増加 とともに exp(一叩/伝)で小さくなる.

(iil)* 品(E)≦ m｡-Max(1+Lt訂 2/ T 2)
111

であるo此処に It訂 の有界性が問題となるが,-ミル トニアンが有界であれば,

∑lHlml2 ≦ M … llHH
[Tl

よりtこの上限はおさえられるo

(9)

4)得られた結論 と問題点

前節までの議論によりtightlybindingな-ミル トニアン(1)に関して effectivedistance

読(E)が系の次元や構造によらず存在する事が示された. 此の話は相互作用のrangeに

もよらないが,相互作用の rangeが有限でないとm はもとの空間での距離 というものと

対応しなくなる｡又/､ミ/レトニアンが有界でも短距離相互作用でないとefrectivedistance

読(E)はもとの空間で大きな距離に対応してしまい,物理的意味を持ちにくくなるoL

かしいづれにしろ松田氏の提出したefTectivedistanceという概念は,系の次元や構造に
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よらず,少なくとも短距離相互作用が主の有界作用素に一般の概念であることが示され

た ｡

残された問題はいくつかある｡

α)最近接相互作用のみの場合につき最大配位数をZ として,T-Maxlt訂 を評価し
nl

てみると,

T >-ZMaxltnn′1+LMax an-Minanl
nn′ n n

and

± M こきZMax ltnn′l十Maxlanl
nn/ n

(10)

であるが相互作用をZでスケールすると,m(A)のZ依存性が (ODが無い場合

には )無くなる｡ 此の事は今迄のいくつかの経験的事実に反するように見えるが,

これはTの上限のおさえ方の甘さを意味するのか,それとも本当の事なのか ?

♂)いわゆるlocalizationの聞題に関して,此の表示は有用であるか ?

γ) longrangeforceが存在する場合,又もっと一般の相転移を起すような/､ミル トニ

アンに関してはどの経度の事が云えるか ?
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